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あ
る
映
画
監
督
と
の
出
会
い

一
九
九
二
年
、
北
京
電
影
学
院
。
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
後

の
沈
鬱
な
空
気
が
ま
だ
北
京
じ
ゅ
う
を
覆
っ
て
い
た
頃
だ
。
そ
の
大

柄
で
い
が
ぐ
り
頭
の
男
は
、
少
し
背
中
を
丸
め
な
が
ら
、
人
気
の
な

い
薄
暗
い
廊
下
を
ず
ん
ず
ん
進
ん
で
い
っ
た
。「
こ
こ
だ
」。
無
人
の

教
室
で
、
私
は
緊
張
し
な
が
ら
椅
子
に
腰
掛
け
た
。
男
は
私
の
背
後

で
ド
ア
を
バ
タ
ン
と
閉
め
る
と
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
、
強
い
雲
南

な
ま
り
の
低
い
声
で
、
彼
が
出
会
っ
た
最
初
の
外
国
人
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
監
督
・
小
川
紳
介
  1
の
話
を
滔
々
と
語
り
出
し
た
。
お
そ
ら

く
彼
は
、
前
年
に
日
本
で
出
会
っ
た
、
中
国
で
は
ほ
ぼ
無
名
だ
っ
た

そ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
巨
匠
が
彼
に
与
え
た
興
奮
を
誰
か
と
分

か
ち
合
い
た
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
男
こ
そ
、
後

に
「
中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
父
」
と

呼
ば
れ
る
呉ウ

ー
・
ウ
ェ
ン
ガ
ン

文
光
  2
監
督
で
あ
っ
た
。

そ
の
日
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
私
は
中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
監
督
た
ち
と
交
友
を
持
つ
こ
と
に

な
り
、
呉
文
光
に
紹
介
さ
れ
た
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

祭
  3
を
は
じ
め
、
複
数
の
映
画
祭
で
中
国
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
字

幕
翻
訳
や
監
督
通
訳
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
は
、
中
国
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
魅
惑
的
か
つ
複
雑
な
相

貌
に
つ
い
て
、
私
が
偶
然
立
ち
会
っ
た
そ
の
草
創
期
か
ら
、
二
〇
〇

〇
年
前
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
以
降
急
速
に
発
展
し
た
隆
盛
期
を
経
て
、

二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
か
ら
徐
々
に
規
制
が
強

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
サ
イ
ラ
ム

秋

山

珠

子

― 
中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
透
明
な
砦
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化
さ
れ
、
国
内
で
の
上
映
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
今
日
ま
で
を

駆
け
足
で
た
ど
り
、
時
に
内
側
か
ら
、
時
に
外
側
か
ら
観
察
し
、
考

え
て
き
た
結
果
の
一
部
を
一
つ
の
拙
い
試
論
と
し
て
差
し
出
す
も
の

で
あ
る
。

中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
史
略（
１
）
制
作

一
九
四
九
年
の
建
国
以
来
、
中
国
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
は
、

国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
重
要
な
宣
伝
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
国
の
テ
レ

ビ
局
や
映
画
撮
影
所
だ
け
に
制
作
権
限
が
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の

中
国
で
、
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
、
個

人
が
制
作
し
た
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
最

初
の
作
品
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
九
〇
年
に
呉
文
光
が
監
督
し
た

『
流
浪
北
京
：
最
後
の
夢
想
家
た
ち
』  4
だ
っ
た
。
当
時
の
呉
文
光
は
、

文
革
後
に
始
ま
っ
た
改
革
開
放
政
策
の
進
行
に
伴
い
、
と
り
わ
け
一

九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
顕
著
に
な
っ
た
社
会
的
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
高
ま

り
の
中
で
、
芸
術
創
作
を
志
し
て
地
方
を
飛
び
出
し
、
北
京
に
や
っ

て
来
た
野
心
的
な
青
年
の
一
人
だ
っ
た
。
政
府
に
よ
る
「
分
配
」（
職

業
斡
旋
）
が
一
般
的
だ
っ
た
中
国
に
お
い
て
、
呉
文
光
は
、
地
元
昆

明
の
国
営
テ
レ
ビ
局
と
い
う
安
定
し
た
、
し
か
し
番
組
制
作
に
は
制

約
の
多
い
職
を
辞
し
、「
自
分
が
撮
り
た
い
も
の
を
撮
ろ
う
」
と
い
う

情
熱
に
突
き
動
か
さ
れ
、
北
京

に
住
み
つ
い
た
。
中
央
電
視
台

で
外
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
仕
事

を
こ
な
す
傍
ら
、
呉
は
一
九
八

八
年
、
自
分
の
周
り
の
、
北
京

に
集
う
地
方
出
身
の
ボ
ヘ
ミ
ア

ン
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
あ
り
の

ま
ま
の
姿
を
記
録
し
よ
う
と
、

中
央
電
視
台
の
機
材
を
流
用
し

て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
映
像
を
撮

り
始
め
る
。
一
九
八
九
年
六
月

四
日
、
市
民
の
民
主
化
運
動
を
軍
隊
が
鎮
圧
し
た
天
安
門
事
件
を
挟

ん
で
、
一
九
九
〇
年
に
完
成
し
た
こ
の
作
品
は
、
そ
れ
ま
で
公
的
機

関
に
よ
る
制
作
に
限
ら
れ
て
い
た
中
国
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
、
個

人
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
最
初
の
作
品
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、

体
制
の
周
縁
に
い
た
「
流
浪
」
す
る
芸
術
家
た
ち
の
姿
を
通
し
て
、

天
安
門
事
件
前
夜
の
文
化
環
境
に
満
ち
て
い
た
昂
揚
し
た
気
分
と
饒

舌
か
ら
、
事
件
後
の
沈
黙
と
鬱
屈
へ
の
急
転
を
図
ら
ず
も
生
々
し
く

切
り
取
っ
た
作
品
と
し
て
、
世
界
に
中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
登
場
を
鮮
烈
に
印
象
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

図１	 	呉文光『流浪北京：最後の夢想家た
ち』
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こ
の
『
流
浪
北
京
』
が
と
ら
え
た
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
コ
ロ
ニ
ー
こ
そ
、
中
国
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
の
歴
史
に
度
々
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
重
要
な
空
間
の
一

つ
と
な
る
。
一
九
八
〇
年
代
に
北
京
郊
外
の
円
明
園
に
自
然
発
生
的

に
誕
生
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ー
  5
は
、
一
九
九
五
年
、
政

府
に
よ
っ
て
封
鎖
さ
れ
た
後
、
現
在
の
中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト

映
画
の
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
「
宋
荘
芸
術
区
」、「
草
場
地
芸
術
区
」、

「
７
９
８
芸
術
区
」
な
ど
に
移
転
し
、
形
を
変
え
な
が
ら
生
き
延
び

る
。
こ
れ
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ー
は
、
時
に
政
府
に
よ
る
規

制
、
黙
認
、
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
被
写
体
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
人
的
資
源
を
供

給
し
、
の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
庇
護
地
と
し
て
の
顔
を
持
つ

こ
と
に
も
な
る
。

人
的
資
源
に
つ
い
て
言
え
ば
、
呉
文
光
の
例
に
見
る
よ
う
に
、
ア

ナ
ロ
グ
時
代
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
監
督
た

ち
は
、
高
価
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
カ
メ
ラ
や
編
集
機
材
に
物

理
的
・
技
術
的
に
ア
ク
セ
ス
し
う
る
、
テ
レ
ビ
局
や
映
画
製
作
所
、

映
画
や
テ
レ
ビ
制
作
の
大
学
関
係
者
に
限
ら
れ
、
一
九
九
〇
年
代
を

通
し
、
そ
の
監
督
数
は
わ
ず
か
十
数
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
呉
文

光
以
外
の
主
な
監
督
に
は
、
北
京
広
播
学
院
出
身
の
段ド

ゥ
ア
ン
・
ジ
ン
チ
ャ
ン

錦

川
、

北
京
電
影
学
院
出
身
の
張チ

ャ
ン
・
ユ
ア
ン元

、
北
京
映
画
製
作
所
所
属
の

蒋ジ
ア
ン
・
ユ
エ樾

、
中
央
新
聞
記
録
映
画
製
作
所
の
傅フ

ー
・
ホ
ン
シ
ン

紅
星
、
中
央
電
視
台
の

時シ
ー
・
ジ
ェ
ン間

、
李リ

ー
・
ホ
ン紅

な
ど
が
い
た
。

当
時
、
私
は
し
ば
し
ば
、
仲
間
の
誰
か
の
ア
パ
ー
ト
に
集
う
彼
ら

の
元
を
訪
ね
、
Ｖ
Ｈ
Ｓ
で
見
せ
ら
れ
た
新
作
の
感
想
を
問
わ
れ
て

は
、
口
頭
試
問
を
受
け
る
学
生
よ
ろ
し
く
、
大
い
に
緊
張
し
た
こ
と

を
思
い
出
す
。
彼
ら
は
そ
の
頃
の
国
営
メ
デ
ィ
ア
が
扱
わ
な
い
、
周

縁
化
さ
れ
た
人
や
テ
ー
マ
を
撮
る
こ
と
に
熱
心
で
、
そ
れ
は
、
一
九

八
〇
年
代
の
知
識
人
が
多
く
国
家
や
文
化
と
い
っ
た
大
き
な
問
題
を

語
っ
て
い
た
こ
と
と
鮮
明
な
対
照
を
な
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
そ

の
後
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
引
き
継
が

れ
る
基
調
を
形
成
し
て
い
く
。

折
し
も
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
映
画
・
テ
レ
ビ
産
業
の
市
場
化
が

進
み
、
中
央
電
視
台
で
は
一
部
の
番
組
で
、
局
上
層
部
で
は
な
く
、

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
、
放
送
上
問
題
な
い
こ
と
を
保
証
さ
せ
た
上

で
、
番
組
内
容
、
予
算
、
人
員
の
裁
量
を
与
え
る
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

請
負
制
」
を
導
入
し
た
。
そ
れ
ま
で
視
聴
率
が
低
迷
し
て
い
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
枠
「
生
活
空
間
」
で
は
一
九
九
三
年
か
ら
、

高
視
聴
率
獲
得
の
切
り
札
と
し
て
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
監
督
に
、
テ
レ
ビ
局
の
各
種
資
源
を
提
供
し
、
比

較
的
自
由
に
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
制
作
さ
せ
、
各
監
督
が
そ

れ
を
編
集
し
直
し
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
・
カ
ッ
ト
を
個
人
名
義
で
国
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際
映
画
祭
に
出
品
す
る
こ
と
も
黙
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
「
個
人
作

品
」
と
し
て
出
品
さ
れ
た
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ラ
サ
の
居
民
委
員
会
を

撮
っ
た
段
錦
川
『
八
廓
南
街
十
六
号
』（
一
九
九
六
）
は
パ
リ
の
シ
ネ

マ
・
ド
ゥ
・
レ
エ
ル
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
、
北
京
の
出
稼
ぎ
少
女
た
ち

を
撮
っ
た
李リ

ー

紅ホ
ン

『
鳳
凰
橋
を
離
れ
て
』（
一
九
九
七
）
は
山
形
国
際
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
ア
ジ
ア
部
門
最
高
賞
で
あ
る
小
川
紳
介
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。

「
生
活
空
間
」
は
、「
庶
民
が
庶
民
の
物
語
を
語
る
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
人
気
を
博
し
、
一
時
は
プ
ラ
イ
ム
タ
イ
ム
の
ニ
ュ
ー
ス
番

組
「
新
聞
聯
播
」
を
し
の
ぐ
高
視
聴
率
を
誇
っ
た
が
、
二
〇
〇
一
年

九
月
、
中
央
政
府
の
指
示
で
、
七
年
に
わ
た
る
放
送
は
突
如
打
ち
切

り
と
な
り
、
番
組
ス
タ
ッ
フ
や
視
聴
者
は
散
り
散
り
に
な
っ
て
い
っ

た
。
そ
の
後
、
番
組
制
作
権
限
は
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
局
上
層
部
（
最
終

的
に
は
中
央
宣
伝
部
）
に
回
収
さ
れ
、

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
と
テ
レ
ビ
局
の
蜜
月
時
代
は
終

わ
り
を
告
げ
た
の
で
あ
る
  6
。

そ
ん
な
中
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
中

国
に
比
較
的
安
価
な
デ
ジ
タ
ル
機
材
が

出
回
る
と
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
担
い
手
た
ち
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
く

る
。
カ
メ
ラ
と
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ
れ
ば
、
独
力
で
も
撮
影
・
編
集
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
映
像
制
作
の
ハ
ー
ド
ル
が
格
段
に
下
が
る

と
、
劇
映
画
よ
り
は
る
か
に
低
予
算
・
少
人
数
で
制
作
で
き
、
ま
た

急
激
な
中
国
の
社
会
変
化
を
効
果
的
に
描
き
出
す
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
は
、
現
代
美
術
、
商
業
デ
ザ
イ
ン
、
劇
映
画
、
文
学
、
報
道
、
社

会
運
動
、
研
究
者
、
学
生
な
ど
多
様
な
領
域
や
身
分
の
人
々
を
惹
き

つ
け
、
そ
の
作
品
の
質
・
量
は
飛
躍
的
な
高
ま
り
を
み
せ
る
。
デ
ジ

タ
ル
で
撮
影
さ
れ
た
中
国
初
の
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
あ
り
、

賈ジ
ャ
・
ジ
ャ
ン
ク
ー

樟
柯
監
督
『
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
』（
二
〇
〇
〇
）
な
ど
で
女
優
と

し
て
活
躍
し
た
楊ヤ

ン
・
テ
ィ
エ
ン
イ
ー

天
乙
  7
が
都
市
の
老
人
の
生
と
孤
独
を
淡
々
と

綴
っ
た
『
老
人
』（
一
九
九
九
、
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

祭
奨
励
賞
）、
や
は
り
女
優
だ
っ
た
王ワ

ン
・
フ
ェ
ン芬

  8
が
両
親
の
不
和
を
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
描
い
た
『
不
幸
せ
な
の
は
一
方
だ
け
じ
ゃ
な
い
』（
二
〇
〇

〇
、
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
奨
励
賞
）、
当
時
北
京
電

影
学
院
の
学
生
だ
っ
た
朱ジ

ュ
ー
・
チ
ュ
ア
ン
ミ
ン

伝

明
が
同
世
代
の
北
京
の
出
稼
ぎ
青

年
の
夢
と
彷
徨
を
美
し
い
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
で
と
ら
え
た
『
綿
打
ち
職

人
』（
一
九
九
九
、
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
奨
励
賞
）、

北
京
電
影
学
院
で
朱
伝
明
の
同
級
生
で
も
あ
っ
た
杜ド

ゥ
・
ハ
イ
ビ
ン

海
濱
が
、
地
方

都
市
の
ホ
ー
ム
レ
ス
少
年
グ
ル
ー
プ
を
追
っ
た
『
線
路
沿
い
』（
二
〇

〇
〇
、
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
特
別
賞
）
な
ど
、
こ

図２　李紅『鳳凰橋を離れて』
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れ
ま
で
と
異
な
る
出
自
を
持
つ

新
世
代
の
監
督
た
ち
  9
は
、
デ

ジ
タ
ル
時
代
な
ら
で
は
の
長
期

取
材
と
ロ
ン
グ
テ
イ
ク
を
生
か

し
た
作
品
を
次
々
と
生
み
出

し
、「
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
時
代

の
到
来
」  10
を
印
象
付
け
た
の

だ
っ
た
。

中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
史
略（
２
）
流
通

デ
ジ
タ
ル
化
は
ま
た
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
の
流
通
と
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
く
。
中
国
に
は
中
央
政
府
に
よ
る
厳
し
い
検
閲
制
度
が

あ
り
、
そ
れ
を
通
過
し
な
け
れ
ば
、
劇
場
公
開
や
テ
レ
ビ
放
映
は
不

可
能
だ
。
従
っ
て
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
ア
ナ
ロ
グ
時
代
に
は
、

検
閲
を
通
さ
な
い
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の

鑑
賞
機
会
は
ご
く
限
ら
れ
た
も
の
で
、
監
督
自
身
に
よ
る
Ｖ
Ｈ
Ｓ
コ

ピ
ー
配
布
が
行
わ
れ
た
り
、
ま
た
個
人
宅
で
友
人
・
知
人
を
招
い
た

鑑
賞
会
が
開
か
れ
た
り
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
「
地
下
」 11
映
画
と
称
さ

れ
る
べ
き
時
期
が
し
ば
ら
く
続
い
た
。

し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
、
海
賊
版
を
含
む
Ｖ
Ｈ
Ｓ
、
Ｖ
Ｃ

Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
出
回
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
見
ら
れ
る
機
会
の

な
か
っ
た
各
国
の
優
れ
た
作
品
の
鑑
賞
が
可
能
と
な
り
、
観
客
の
鑑

識
眼
が
鍛
え
ら
れ
る
と
、
国
内
外
の
多
様
な
作
品
を
カ
フ
ェ
や

バ
ー
、
大
学
な
ど
で
上
映
し
、
議
論
す
る
場
を
作
る
個
人
や
民
間
団

体
が
登
場
す
る
。
主
な
団
体
に
は
、
上
海
の
「
電
影
一
〇
一
工
作
室
」

（
一
九
九
六
年
創
設
）、
北
京
の
「
実
践
社
」（
一
九
九
九
年
創
設
）、

広
東
の
「
縁
影
会
」（
一
九
九
九
年
創
設
）、
瀋
陽
の
「
自
由
電
影
」

（
二
〇
〇
〇
年
創
設
）
な
ど
が
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ト
映
画
監
督
が
集
中
し
て
居
住
し
て
い
た
北
京
に
拠
点
を
置
く

実
践
社
は
、
地
の
利
を
生
か
し
て
、
こ
れ
ら
の
監
督
と
連
携
し
、
国

外
作
品
に
加
え
、
彼
ら
の
作
品
も
上
映
し
始
め
る
の
だ
が
、
こ
れ
こ

そ
が
、
中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
公
共

空
間
に
登
場
す
る
最
初
の
機
会
と
な
っ
た
。
北
京
の
バ
ー
「
黄
亭
子

五
〇
号
」
の
粗
末
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
行
わ
れ
た
自
身
の
新
作
『
江
湖
』

（
一
九
九
九
）
の
上
映
に
立
ち
会
っ
た
呉
文
光
は
、
著
名
な
評
論
家
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
映
画
フ
ァ
ン
ら
百
余
人
の
観
客
で
埋
め
尽
く
さ
れ

た
会
場
の
中
で
「
こ
れ
こ
そ
、
長
年
待
ち
望
み
、
夢
見
て
い
た
、
自

分
の
撮
っ
た
作
品
が
中
国
で
上
映
さ
れ
る
光
景
だ
」
と
興
奮
を
語
っ

た
 12
。
ま
た
、
上
映
機
会
の
増
加
に
伴
い
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
に
対
す
る
人
々
の
関
心
も
高
ま
り
、
検
閲
を
通

図３　杜海濱『線路沿い』
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さ
ず
、
一
般
の
劇
場
で
は
決
し
て
公
開
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
作
品
群

が
、『
南
方
週
末
』
や
『
読
書
』
な
ど
、
大
量
の
読
者
を
持
つ
新
聞
・

雑
誌
で
度
々
紹
介
さ
れ
、
関
連
す
る
研
究
書
や
一
般
書
も
続
々
と
書

店
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

本
格
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
が
始
ま
る
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
合

法
お
よ
び
違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
よ
る
鑑
賞
が
徐
々
に
行
わ
れ
る
一

方
、
前
述
の
自
主
上
映
組
織
を
基
盤
と
し
て
発
展
し
た
団
体
が
、
中

国
国
内
で
民
間
映
画
祭
を
主
催
す
る
よ
う
に
な
る
。
主
な
民
間
映
画

祭
に
は
、
北
京
の
「
北
京
酷ク

ィ
ア児

影
展
」（
二
〇
〇
一
年
創
設
）、「
中
国

独
立
映
像
展
」（
二
〇
〇
一
年
創
設
）、「
北
京
独
立
影
像
展
」（
二
〇

〇
三
年
創
設
）、「
中
国
紀
録
片
交
流
週
」（
二
〇
〇
三
年
創
設
）、
南

京
の
「
中
国
独
立
影
像
年
度
展
」（
二
〇
〇
三
年
創
設
）、
雲
南
省
昆

明
の
「
雲
之
南
紀
録
影
像
展
」（
二
〇
〇
三
年
創
設
）、
重
慶
の
「
重

慶
民
間
映
画
交
流
展
」（
二
〇
〇
八
年
設
立
）
な
ど
が
あ
る
。
民
間
映

画
祭
と
は
言
っ
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
国
の
研
究
機
関
や
大
学
、

公
立
美
術
館
や
新
聞
社
な
ど
、
政
府
関
連
機
関
と
の
協
力
関
係
を
基

盤
に
船
出
を
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
民
間
映
画
祭
は
検
閲
を
通
さ
な
い

作
品
を
上
映
す
る
た
め
、
通
常
は
チ
ケ
ッ
ト
を
売
ら
ず
、
無
料
の
参

考
上
映
の
形
式
を
と
り
、
そ
の
運
営
経
費
の
多
く
は
、
他
の
領
域
の

出
資
者
か
ら
の
寄
付
で
ま
か
な
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
宋
荘
芸
術
区
に

拠
点
を
置
く
北
京
独
立
影
像
展
は
、
創
設
者
で
あ
り
、
著
名
な
美
術

評
論
家
・
栗リ

ー
・
シ
ェ
ン
テ
ィ
ン

憲
庭
の
呼
び
か
け
に
応
え
た
、
成
功
し
た
複
数
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
の
寄
付
に
よ
る
基
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
民
間
映
画
祭
は
、
当
局
か
ら
有
形
無
形
の
度
重
な
る
干

渉
を
受
け
つ
つ
も
、
の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
を
か
わ
す
様
々

な
方
法
を
実
践
し
な
が
ら
拡
大
し
、
普
段
交
流
す
る
機
会
の
少
な
い

作
り
手
同
士
、
ま
た
、
作
り
手
と
批
評
家
や
観
客
を
結
び
付
け
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
機
能
し
た
だ
け
で
な
く
、
賞
を
与
え
る
こ

と
を
通
し
て
、
作
品
を
評
価
づ
け
、
作
品
制
作
を
支
援
し
、
正
規
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
販
売
し
、
海
外
映
画
祭
や
作
り
手
と
の
交
流
窓
口
と

な
り
、
独
自
の
上
映
ス
ペ
ー
ス
を
保
有
し
、
映
画
教
育
事
業
に
も
乗

り
出
す
な
ど
、「
亜
体
制
」（
準
体
制
）
 13
と
も
言
う
べ
き
内
実
を
備

え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
民
間
映
画
祭
が
発
展
す
る
に
つ
れ
、

そ
れ
に
対
す
る
当
局
か
ら
の
規
制
も
厳
し
さ
を
増
し
、
と
り
わ
け
二

図４	 	インディペンデント映画
を論じた書籍

図５	 	山形国際ドキュメンタリー
映画祭に出品された中国イ
ンディペンデント・ドキュ
メンタリーを報じる雑誌
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〇
一
四
年
以
降
は
、
の
ち
に
見
る
よ
う
な
あ
か
ら
さ
ま
な
干
渉
の

下
、
主
要
民
間
映
画
祭
の
ほ
と
ん
ど
は
実
質
的
に
開
催
で
き
な
い
状

況
に
陥
り
、
こ
れ
ら
民
間
組
織
の
あ
る
も
の
は
消
え
、
あ
る
も
の
は

大
幅
な
規
模
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
流
通
に
つ

い
て
考
え
る
と
き
、
も
う
一
つ
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
国

外
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
重
要
性
だ
。
前
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
国
内
で
民
間

映
画
祭
が
生
ま
れ
る
十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
す
な
わ
ち
そ
の
草
創
期
か

ら
、
中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
中
国
国

外
の
国
際
映
画
祭
の
サ
ー
キ
ッ
ト
に
登
場
し
て
い
た
。『
流
浪
北
京
』

が
、
制
作
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
九
一
年
か
ら
、
香
港
国
際
映
画
祭
や

福
岡
ア
ジ
ア
映
画
祭
で
紹
介
さ
れ
て
以
来
、
中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
、
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
祭
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
国
際
映
画
祭
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ

ネ
マ
・
デ
ュ
・
レ
エ
ル
な
ど
、
ア
ジ
ア
作
品
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

を
重
視
す
る
国
際
映
画
祭
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
欠
か
せ
な
い
存
在

と
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
映
画
祭
に
参
加
し
た
監
督
た
ち
は
、
国

外
の
関
係
者
や
組
織
と
の
制
作
・
流
通
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
築
き
、

中
国
国
内
で
は
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
情
報
を

国
内
に
持
ち
帰
る
紹
介
者
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
た
。
さ
ら
に
、

デ
ジ
タ
ル
化
時
代
に
入
り
、
王ワ

ン
・
ビ
ン兵

の
処
女
作
『
鉄
西
区
』（
二
〇
〇

三
）
が
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
に
出
品
さ
れ
、
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
す
る
な
ど
、
九
時
間
に
及

ぶ
長
さ
で
、
市
場
経
済
化
の
波
の
中
で
廃
れ
ゆ
く
古
い
重
工
業
地
帯

を
描
い
た
そ
の
壮
大
で
叙
事
詩
的
な
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
が
、
デ
ジ
タ
ル
ビ

デ
オ
に
よ
る
新
し
い
表
現
の
可
能
性
を
切
り
拓
く
も
の
と
し
て
高
い

評
価
を
受
け
る
と
、
世
界
の
映
画

祭
の
目
は
さ
ら
に
中
国
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
に
注
が
れ
、
多
く
の
欧

米
を
中
心
と
し
た
映
画
研
究
者
が

陸
続
と
研
究
に
参
入
し
た
ほ
か
、

国
内
の
多
く
の
作
り
手
と
そ
の
予

備
軍
を
刺
激
し
、
国
際
映
画
祭
出

品
を
射
程
に
入
れ
た
作
品
制
作
が

図６	 	2013年、第10回北京
独立影像展のチラシ
とカタログ。カタロ
グ表紙は、代表の栗
憲庭が1989年にキュ
レーションした「中
国現代美術展」が、
政府によって中止を
命じられた際に、木
の板の裏に自ら書い
た中止公告（部分）。

図７　王兵『鉄西区』
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さ
ら
に
加
速
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
サ
イ
ラ
ム
」
と
し
て
の
中
国
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

私
が
日
本
の
映
画
祭
で
、
こ
れ
ら
監
督
た
ち
の
通
訳
を
行
う
場
面

で
、
上
映
後
に
し
ば
し
ば
発
せ
ら
れ
、
そ
の
た
び
に
中
国
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ト
監
督
た
ち
を
や
や
辟
易
さ
せ
る
質
問
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
検
閲
の
問
題
を
ど
う
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
問
い
だ
。

そ
こ
に
は
、
検
閲
は
必
ず
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、
そ
の
通

過
／
不
通
過
を
境
に
、
体
制
／
体
制
外
と
い
う
相
容
れ
な
い
勢
力
が

対
峙
し
て
い
る
二
項
対
立
図
式
が
あ
り
、
彼
ら
の
作
品
を
抵
抗
言
説

と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
枠
組
み
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
監
督
の
制
作
の
実
態
は
、
そ
う
し
た
二

項
対
立
図
式
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

確
か
に
、
前
述
の
よ
う
に
一
九
九
〇
年
代
に
お
い
て
、
体
制
外
映

画
と
は
「
地
下
」
映
画
で
あ
り
、
彼
ら
の
作
品
は
中
国
国
外
の
映
画

祭
で
上
映
さ
れ
た
り
、
家
庭
内
上
映
会
を
開
い
た
り
、
個
人
の
手
か

ら
手
へ
と
渡
さ
れ
る
以
外
に
、
見
ら
れ
る
方
法
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
。
当
時
の
監
督
が
、
自
分
の
作
品
を
国
内
で
見
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、

「
地
下
」
に
潜
り
、
ご
く
少
数
の
限
ら
れ
た
観
客
に
密
か
に
見
せ
る

か
、
検
閲
を
通
し
て
一
般
公
開
す
る
か
の
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
監
督
に
は
、
国
外
の
国
際
映
画
祭
と
い
う
チ
ャ
ン

ネ
ル
の
み
な
ら
ず
、
中
国
国
内
に
も
国
の
流
通
シ
ス
テ
ム
の
外
部

に
、
前
に
紹
介
し
た
よ
う
な
民
間
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
築
か
れ

て
い
る
。
今
、
多
く
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
監
督
た
ち
は
、
始
め
か
ら
作
品
を
検
閲
に
か
け
る
こ
と
を
考
慮

す
る
こ
と
な
く
、
国
の
審
査
基
準
の
埒
外
で
制
作
を
行
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

確
か
に
そ
こ
で
は
、
た
と
え
ば
、
度
重
な
る
政
治
運
動
が
生
ん
だ

犠
牲
者
た
ち
の
生
に
肉
薄
す
る
、
胡フ

ー
・
ジ
ェ傑

の
『
林
昭
の
た
ま
し
い
を
探

し
て
』（
二
〇
〇
四
）
や
艾ア

イ
・
シ
ャ
オ
ミ
ン

暁
明
の
『
夾
辺
溝
祭
事
』（
二
〇
一
七
）

の
よ
う
な
、
ま
さ
に
抵
抗
言
説
と
呼
ば
れ
て
然
る
べ
き
「
政
治
的
」

な
作
品
も
営
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
る
 14
。
そ
の
一
方
で
、
脳
性
麻

痺
の
息
子
と
そ
の
父
親
の
穏
や
か
な
時
間
を
紡
い
だ
沙シ

ャ
ー
・
チ
ン青

の
『
一

緒
の
時
』（
二
〇
〇
二
、
山
形
国
際
映
画
祭
小
川
紳
介
賞
）
や
、
最
後

の
狩
猟
民
族
と
呼
ば
れ
る
エ
ヴ
ェ
ン
キ
族
の
個
性
豊
か
な
面
々
を

ユ
ー
モ
ア
と
哀
感
を
も
っ
て
描
い
た
顧グ

ー
・
タ
オ桃

の
『
オ
ル
グ
ヤ
、
オ
ル
グ

ヤ
…
』（
二
〇
〇
七
）
や
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
活
動
家
で
も
あ
る
石シ

ー
ト
ウ頭

が
、
中

国
各
地
の
多
様
な
女
性
イ
メ
ー
ジ
を
撮
影
し
、
そ
の
断
片
で
綴
っ
た
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映
像
詩
『
女
人
五
十
分
鐘
』（
二
〇
〇
六
）
や
、
洒
脱
な
老
人
の
情
慾

を
共
感
的
に
描
き
出
す
楊ヤ

ン
・
リ
ー
ナ
ー

荔
鈉
 15
の
『
老
安
』（
二
〇
〇
八
）
や
、
一

人
洞
窟
で
自
給
自
足
生
活
を
送
り
、
一
言
も
言
葉
を
発
さ
な
い
男
の

一
年
間
を
審
美
的
な
撮
影
と
ノ
ー
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
捉
え
た
王
兵
の

『
名
前
の
な
い
男
』（
二
〇
〇
九
）
等
々
、
も
と
よ
り
政
治
と
無
縁
で

あ
り
え
は
し
な
い
が
、
抵
抗
言
説
と
い
う
枠
組
み
だ
け
で
は
正
確
に

は
と
ら
え
き
れ
な
い
、
多
様
で
繊
細
な
芸
術
上
の
実
験
も
数
多
く
行

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
相
対
的
に
自
由
な
創
作
を
可
能
に
し
て
い
る
場
に
つ

い
て
考
え
る
と
き
、
私
に
は
以
前
中
国
で
観
察
し
て
き
た
、
こ
れ
と

よ
く
似
た
現
象
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
私
は
、
中
国
現
代

思
想
・
文
化
に
お
け
る
非
公
的
言
説
の
形
成
に
注
目
し
て
き
た
の
だ

が
、
そ
の
際
、
度
々
次
の
よ
う
な
現
象
を
観
察
し
て
き
た
。
す
な
わ

ち
、
あ
る
時
期
、
特
定
の
領
域
が
、
複
数
の
分
野
に
ま
た
が
る
多
数

の
知
識
人
た
ち
を
惹
き
つ
け
、
多
様
な
思
考
実
験
が
展
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
政
府
の
黙
許
、
さ
ら
に
は
時
に
推
奨
の
も
と
、
一
種
の

ブ
ー
ム
を
呈
す
る
も
の
の
、
し
か
し
最
終
的
に
は
政
府
の
干
渉
に
よ

り
衰
微
す
る
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
か
つ
て
私
は
一
九
八
〇
年
代
の

美
学
ブ
ー
ム
の
分
析
を
通
し
て
、
こ
の
現
象
を
論
じ
た
の
だ
が
 16
、

前
に
見
た
、
発
展
と
封
鎖
を
繰
り
返
し
て
き
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
コ

ロ
ニ
ー
に
も
、
そ
し
て
中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
に
も
、
同
様
の
伸
長
パ
タ
ー
ン
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

社
会
学
や
歴
史
学
は
、「
ア
サ
イ
ラ
ム
」
や
「
ア
ジ
ー
ル
」
と
い
う

概
念
を
使
い
、
寺
社
や
病
院
な
ど
、
世
俗
的
な
権
力
の
支
配
か
ら
相

対
的
に
独
立
し
た
「
聖
域
・
自
由
領
域
・
避
難
所
」
の
存
在
を
論
じ

て
き
た
 17
。
例
え
ば
、
網
野
善
彦
は
、
芸
能
が
育
ま
れ
た
の
は
、
芝

居
小
屋
や
遊
郭
な
ど
、「
無
縁
」「
公く

が
い界

」
と
呼
ば
れ
る
、
世
間
か
ら

隔
て
ら
れ
た
空
間
や
、
あ
る
い
は
市
や
祭
と
い
う
不
特
定
多
数
の
人

が
集
う
祝
祭
空
間
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
よ
う
な
時
空
が

世
俗
の
問
題
を
「
そ
こ
に
持
ち
こ
む
こ
と
を
否
と
す
る
慣
習
」
に

よ
っ
て
、
暫
定
的
な
「
聖
域
・
平
和
領
域
」
と
し
て
機
能
し
、「
自
由

と
創
造
の
場
所
」
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
 18
。

こ
の
よ
う
な
、
避
難
所
で
も
あ
り
祝
祭
空
間
で
も
あ
る
「
ア
サ
イ

ラ
ム
」
と
い
う
概
念
を
参
照
し
つ
つ
、
私
は
、
中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
い
う
領
域
を
、
支
配
層
の
是
認
ま

た
は
黙
許
に
よ
っ
て
一
時
的
に
許
さ
れ
た
、
世
俗
の
規
制
か
ら
相
対

的
な
独
立
性
を
有
し
た
文
化
生
産
領
域
＝
「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル･

ア
サ

イ
ラ
ム
」
と
し
て
位
置
付
け
る
新
た
な
枠
組
を
提
起
し
、
先
に
紹
介

し
た
種
々
の
現
象
を
、
ア
サ
イ
ラ
ム
を
維
持･

存
続･

拡
張
す
る
た

め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
理
解
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
サ
イ
ラ
ム
」
と
い
う
非
公
的
・
非
商
業
的
な
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砦
の
中
で
、
中
国
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

は
、
検
閲
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
国
家
権
力
の
規
制
か
ら
相
対
的
な

自
由
を
得
、
異
な
る
領
域
の
人
々
を
惹
き
つ
け
、
多
様
な
芸
術
的
実

験
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
花
開
か
せ
て
き
た
と
見
る
事
が
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

実
際
、
社
会
は
必
ず
し
も
支
配
層
と
被
支
配
層
に
二
分
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
一
見
、
権
力
の
統
制
が
隅
々
に
及
ん
で
い
る
よ

う
に
見
え
る
現
代
中
国
社
会
に
も
、
内
部
に
分
け
入
れ
ば
、
そ
こ
に

は
幾
重
に
も
入
り
組
み
、
裏
返
っ
た
関
係
が
あ
り
、
一
定
の
自
律
性

や
自
立
性
が
保
た
れ
た
空
間
が
点
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
前
に

見
た
と
お
り
、
草
創
期
の
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
監
督
の
す
べ
て
が
国
営
の
テ
レ
ビ
局
や
撮
影
所
や
映
像
制
作
大

学
の
関
係
者
で
あ
り
、
中
央
電
視
台
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
請
負
制
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ズ
・

カ
ッ
ト
が
個
人
名
義
で
国
外
映
画
祭
に
出
品
さ
れ
、
検
閲
を
通
さ
な

い
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
作
品
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
盛
ん
に
紹
介
さ

れ
、
初
期
の
民
間
映
画
祭
の
多
く
が
公
的
機
関
の
協
力
の
も
と
で
開

催
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
ア
サ
イ
ラ
ム
の
担
い
手
と
、
そ
の
存

在
を
許
し
て
い
る
支
配
層
と
の
入
り
組
ん
だ
共
生
関
係
が
存
在
し
、

ア
サ
イ
ラ
ム
形
成
に
与
っ
て
い
る
体
制
内
外
の
各
層
の
人
々
の
姿
が

見
え
隠
れ
す
る
。

ま
た
同
時
に
、
そ
う
し
た
共
生
関
係
は
大
抵
の
場
合
、
永
続
的
な

も
の
で
は
な
い
こ
と
も
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
前

の
例
で
い
え
ば
、
中
央
電
視
台
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
請
負
制
は
廃
止

さ
れ
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
盛
ん
に
報

じ
て
い
た
メ
デ
ィ
ア
『
南
方
週
末
』
は
自
己
批
判
を
迫
ら
れ
、
幾
つ

か
の
公
的
機
関
は
民
間
映
画
祭
と
の
協
力
関
係
を
解
消
し
た
。
ア
サ

イ
ラ
ム
は
こ
う
し
た
暫
定
的
な
関
係
性
を
、
時
に
は
幾
つ
も
乗
り
換

え
な
が
ら
、
と
り
あ
え
ず
の
命
脈
を
保
っ
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ

う
か
。

「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
サ
イ
ラ
ム
」
の
位
相
空
間

私
は
こ
こ
で
、「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
サ
イ
ラ
ム
」
を
、
具
体
的
な

空
間
と
い
う
よ
り
、
世
俗
の
規
制
が
及
び
に
く
い
、
そ
れ
ゆ
え
相
対

的
に
「
自
由
」
な
創
造
が
行
わ
れ
、
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

志
向
性
を
持
っ
た
人
々
を
惹
き
つ
け
る
分
野
・
領
域
、
と
い
う
比
喩

的
な
意
味
で
用
い
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
の
ア
サ
イ
ラ
ム
が

組
織
形
態
を
持
ち
始
め
る
時
に
、
そ
の
縁エ

ッ
ジ

が
立
ち
現
わ
れ
る
こ
と

も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
監
督
で
あ
り
、「
重
慶
民
間
映
画
交
流
展
」

の
主
催
者
の
一
人
で
も
あ
る
応イ

ン
・
リ
ャ
ン亮

に
、
彼
が
関
わ
り
、
今
は
消
滅
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し
た
映
画
祭
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
き
、
彼
は
思
い
が
け
な
い
率
直
さ

で
こ
う
語
っ
た
。「
僕
は
、
監
督
を
し
て
い
る
時
で
は
な
く
、
映
画
祭

を
行
う
過
程
で
、
初
め
て
〝
自
己
検
閲
〟
が
ど
う
い
う
も
の
か
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
。
ど
の
作
品
を
上
映
し
た
ら
い
い
か
？ 

ど
ん
な
方
法

な
ら
上
映
で
き
る
か
？

　
質
疑
応
答
を
す
る
の
か
？ 

ど
の
監
督
を

ど
う
観
客
に
紹
介
す
る
か
？

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
ど
う
書
く
か
？ 

映
画
祭
を
ど
う
名
付
け
る
の
か
？

　
そ
れ
は
僕
一
人
で
は
な
く
、
複

数
の
人
か
ら
な
る
組
織
で
決
め
る
こ
と
だ
っ
た
。
実
際
、
も
し
考
慮

が
足
り
な
け
れ
ば
、
本
当
に
問
題
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
っ
た
」 19
。

「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
サ
イ
ラ
ム
」
と
は
、
無
制
限
の
自
由
の
天
地
で

は
決
し
て
な
く
、
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
縁
を
も
つ
、
透
明
な
砦
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
見
え
な
い
縁
の
あ
り
か
を
斟
酌

す
る
〝
自
己
検
閲
〟
が
常
態
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
現
象
も

起
こ
り
う
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
縁
は
ま
た
、
物
理
的
な
壁
と
い
う
形
で
、
ア
サ
イ

ラ
ム
の
内
／
外
を
区
切
り
、
域
内
を
守
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
あ

る
。
前
に
ふ
れ
た
「
北
京
独
立
影
像
展
」
は
、
当
局
か
ら
た
び
た
び

干
渉
を
受
け
な
が
ら
、
二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
三
年
の
両
年
、
公
開

の
場
で
は
映
画
祭
の
「
中
止
」
を
宣
言
し
、
そ
の
直
後
に
壁
で
囲
ま

れ
た
会
場
の
門
扉
を
閉
ざ
し
、
そ
こ
に
入
れ
る
人
を
選
別
・
限
定

し
、
私
的
な
集
ま
り
と
い
う
形
式
を
と
る
こ
と
で
、
予
定
さ
れ
た
全

作
品
を
辛
う
じ
て
上
映
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
 20
。
平
時
は
不
特
定

多
数
の
人
を
招
き
入
れ
る
こ
の
空
間
は
、
危
機
的
な
状
況
に
な
れ

ば
、
門
を
閉
ざ
し
、
そ
こ
に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
を
置
き
、
部
外
者
の

侵
入
を
拒
む
こ
と
で
、
内
部
の
平
和
を
守
る
避
難
所
と
し
て
機
能
す

る
の
で
あ
る
。

中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
重
要
な
拠

点
の
多
く
が
、
四
合
院
ス
タ
イ
ル
の
建
築
を
持
つ
こ
と
は
注
目
に
値

す
る
と
思
わ
れ
る
。
二
〇
一
二
年
に
北
京
独
立
影
像
展
が
門
を
閉
じ

て
上
映
を
行
っ
た
宋
荘
芸
術
区
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ス
タ
ジ
オ
「
四

維
空
間
」
も
、
呉
文
光
が
草
場
地
芸
術
区
に
築
い
た
艾ア

イ
・
ウ
ェ
イ
ウ
ェ
イ

未
未
設
計

の
活
動
拠
点
「
草
場
地
工
作
坊
」
も
、
四
方
を
め
ぐ
る
建
物
が
中
庭

を
囲
む
と
い
う
、
い
わ
ば
巨
大
な
四
合
院
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て
い

る
。
村
松
伸
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
四
方
に
建
物
あ
る
い
は
高
い
壁

を
め
ぐ
ら
せ
、
そ
の
中
に
「
院
子
」（
中
庭
）
を
設
け
る
四
合
院
ス
タ

イ
ル
は
、
城
壁
都
市
同
様
、「
外
に
対
す
る
閉
鎖
性
、
内
へ
向
か
っ
た

開
放
性
」
を
主
張
し
、
中
国
人
の
空
間
意
識
の
血
肉
と
な
っ
て
今
も

生
き
て
い
る
 21
。
果
た
し
て
、
ア
サ
イ
ラ
ム
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

よ
う
な
危
機
的
な
状
況
に
お
い
て
は
、
そ
の
壁
が
実
際
の
防
護
壁
と

し
て
機
能
し
、
内
部
の
平
和
を
守
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
黙
契
の
う
ち
に
保
た
れ
て
き
た
ア
サ
イ
ラ

ム
の
平
和
は
、
近
年
、
あ
か
ら
さ
ま
な
暴
力
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
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い
る
。
二
〇
一
四
年
の
北
京
独
立
影
像
展
で
は
、
そ
れ
ま
で
域
内
と

域
外
を
画
し
て
き
た
そ
の
壁
を
、
支
配
者
側
が
梯
子
を
か
け
て
よ
じ

登
り
、
内
部
に
侵
入
す
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
。
世
俗
の
規
制
が

及
ば
な
い
は
ず
の
ア
サ
イ
ラ
ム
の
中
に
、
令
状
も
事
前
通
告
も
な
く

権
力
が
乗
り
込
ん
で
く
る
と
は
、
ほ
と
ん
ど
誰
も
予
想
し
て
い
な

か
っ
た
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
映
画
祭
の
主
催
者
・
栗
憲
庭
は
あ

ま
り
の
想
定
外
の
事
態
に
「
怒
り
で
我
を
忘
れ
た
」 22
と
い
う
。
こ
の

年
は
基
金
の
建
物
内
で
の
上
映
も
一
切
禁
じ
ら
れ
、
主
催
団
体
で
あ

る
栗
憲
庭
電
影
基
金
が
設
立
以
来
七
年
余
に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
き

た
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
作
品
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
五
五
二

枚
と
基
金
内
の
全
パ
ソ
コ
ン
十
数
台
も
押
収
さ
れ
た
。
も
は
や
、
ア

サ
イ
ラ
ム
を
守
っ
て
き
た
壁
や
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
作
用
が
無
意
味

化
さ
れ
、
域
内
の
平
和
を
保
障
す
る
原
理
は
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
っ

た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。

中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
の
誕
生
か
ら
四
半
世
紀
余
り
を

経
た
今
日
、
主
要
な
国
内
民
間
映
画
祭
は
次
々
と
中
止
や
自
粛
に
追

い
込
ま
れ
、
そ
の
上
映
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
し
か
し
、

私
が
呉
文
光
と
初
め
て
出
会
っ
た
、
あ
の
ド
ア
を
閉
め
切
っ
た
教
室

の
中
で
、
人
目
を
憚
り
な
が
ら
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
語
り
、
イ
ン

デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
作
品
は
両
手
で
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た

草
創
期
か
ら
見
る
と
、
二
〇
一
四
年
、
没
収
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
一

五
〇
〇
を
超
え
る
作
品
が
生
ま
れ
て
お
り
、
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た

北
京
独
立
影
像
展
が
直
後
に
ネ
ッ
ト
で
呼
び
か
け
た
「
バ
ー
チ
ャ
ル

閉
幕
式
」
に
た
ち
ま
ち
八
万
人
が
呼
応
す
る
な
ど
 23
、
こ
の
間
の
中

国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
の
拡
大
に
は
や
は
り
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
る
。

中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
「
カ
ル

チ
ュ
ラ
ル
・
ア
サ
イ
ラ
ム
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
、

現
代
美
術
や
思
想
な
ど
、
他
の
領
域
に
お
け
る
ア
サ
イ
ラ
ム
が
点
在

す
る
、
非
公
的
文
化
生
産
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
中
に
こ
れ
を
位
置

付
け
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
を
独
立

し
て
扱
い
、
分
析
し
よ
う
と
す
る
方
法
が
見
直
さ
れ
う
る
だ
け
で
は

な
く
、
抵
抗
言
説
と
い
う
枠
組
み
か
ら
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
作
品

の
多
角
的
な
意
味
を
吟
味
し
、
ア
サ
イ
ラ
ム
で
こ
そ
可
能
と
な
っ
た

図８	 	四維空間に会場を移
して行われた北京独
立影像展（中山大樹氏
提供）

図９　草場地工作坊
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文
化
生
成
の
実
験
の
諸
相
、
そ
し
て
ア
サ
イ
ラ
ム
内
で
制
限
・
排
除

さ
れ
て
き
た
も
の
の
所
在
を
よ
り
仔
細
に
観
察
・
分
析
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

中
国
だ
け
で
は
な
い
。
私
に
論
じ
る
資
格
が
な
い
こ
と
は
十
分
承

知
し
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
コ
時
代
後
期
の
ス
ペ
イ
ン
映
画
、
戒
厳
令

解
除
前
夜
の
台
湾
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
、
軍
事
政
権
下
で
の
タ
イ
の
現
代

美
術
な
ど
を
見
る
と
き
、
厳
し
い
統
制
が
し
か
れ
て
い
る
国
家
や
社

会
の
中
で
、
何
ら
か
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
ス
ペ
ー
ス
や
芸
術
創
作

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
築
か
れ
、
そ
こ
で
活
発
な
創
作
活
動
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
、
こ
れ
ら
も
ま

た
「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
サ
イ
ラ
ム
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
な
ら
ば
、
中
国
の
み
な
ら
ず
、
脱
全
体
主
義
国
家
の
非
公
的

文
化
生
産
の
あ
り
方
を
横
断
的
に
比
較
考
察
し
て
い
く
可
能
性
が
開

け
て
く
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

も
と
よ
り
本
稿
は
、
主
題
の
ア
ク
チ
ユ
ア
リ
テ
ィ
と
私
の
非
力
さ

ゆ
え
、
未
熟
な
点
が
多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
残
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
拙
い
試
論
に
対
す
る
、
忌
樺
の
な
い
ご
批
判
・
ご
批
正
を
心
か

ら
お
願
い
し
た
い
。

そ
し
て
映
画
は
つ
づ
く

年
を
追
っ
て
規
制
が
強
化
さ
れ
、
中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ア
サ
イ
ラ
ム
」
が
失
わ

れ
た
よ
う
に
見
え
る
今
日
、
と
り
わ
け
二
〇
一
六
～
二
〇
一
七
年
に

は
、
長
期
間
を
か
け
て
制
作
さ
れ
た
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
新
作
が
次
々
と
発
表
さ
れ
、
国
外
映
画
祭
で
盛

ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
 24
。
ま

た
、
注
意
深
く
見
る
と
、
そ
の
背
後
に
、
新
た
な
動
き
が
生
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。
一
つ
は
、
一
部
の
監
督
た
ち
が
国

外
に
活
動
拠
点
を
移
し
、
ホ
ス
ト
地
域
を
ベ
ー
ス
に
し
た
作
品
が
制

作
さ
れ
 25
、
台
湾
、
香
港
、
欧
米
諸
国
で
新
た
な
上
映
機
会
が
生
み

出
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
。
も
う
一
つ
、
中
国
国
内
の
動
き
と
し
て
は
、

書
店
や
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
た
小
規
模
な
上
映
会
が
各
地
で

行
わ
れ
、
複
数
の
地
方
都
市
で
政
府
機
関
や
一
般
企
業
と
連
携
し
た

映
画
祭
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
ビ
デ
オ
ア
ー
ト
の
一
類
型
と
し
て
、

現
代
美
術
の
枠
組
み
の
中
で
作
品
を
紹
介
す
る
試
み
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
そ
の
上
映
機
会
が
不
断
に
開
拓
さ
れ
、
分
散
・
拡
散
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

か
つ
て
現
代
美
術
の
有
力
な
評
論
家
と
し
て
、
ア
ー
ト
・
コ
ロ

ニ
ー
の
封
鎖
と
そ
の
後
の
再
生
、
発
展
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
関

わ
っ
た
栗
憲
庭
は
、
自
身
の
経
験
を
思
い
合
わ
せ
て
い
う
。「
希
望
は

あ
る
。
悲
観
的
な
状
況
で
は
あ
る
が
、
希
望
を
持
ち
続
け
な
け
れ

ば
」 26
。
監
視
カ
メ
ラ
の
目
が
行
き
わ
た
り
、
至
る
と
こ
ろ
に
統
制
が



50カルチュラル・アサイラム

及
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な
空
間
に
あ
っ
て
、「
自
由
」
と
「
創
造
」
の

ア
サ
イ
ラ
ム
を
築
こ
う
と
す
る
困
難
な
試
み
は
、
今
な
お
現
在
進
行

形
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。

【
注
】

１
　
日
本
を
代
表
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
（
一
九
三
六
～
一
九
九

二
）。
成
田
空
港
闘
争
を
描
い
た
「
三
里
塚
」
シ
リ
ー
ズ
や
、
山
形
に
移
住
し

て
制
作
し
た
『
ニ
ッ
ポ
ン
国
古
屋
敷
村
』（
一
九
八
二
）
な
ど
の
作
品
で
知
ら

れ
る
。
晩
年
は
後
述
す
る
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
際
の
創
設
に

尽
力
し
、
ま
た
ア
ジ
ア
の
映
画
人
の
制
作
支
援
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
情

熱
を
傾
け
た
。

2
　
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
既
存
の
日
本
で
の
紹
介
例
に
従
っ
た
。
以
下
同
様
。

3
　
一
九
八
九
年
に
創
設
さ
れ
た
世
界
有
数
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
。

ア
ジ
ア
作
品
の
積
極
的
な
紹
介
で
も
知
ら
れ
る
。
呉
文
光
は
、
一
九
九
一
年
の

第
２
回
映
画
祭
に
『
流
浪
北
京
』（
一
九
九
〇
）
を
出
品
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

第
３
回
『
私
の
紅
衛
兵
時
代
』（
一
九
九
三
）、
第
４
回
『
四
海
我
家
』（
一
九

九
五
）、
第
６
回
『
江
湖
』（
一
九
九
九
）
に
至
る
ま
で
、
連
続
し
て
新
作
を
同

映
画
祭
に
紹
介
さ
れ
た
。
二
〇
〇
九
年
に
は
審
査
員
と
し
て
久
々
に
同
映
画

祭
に
参
加
し
、『
フ
ァ
ッ
ク
・
シ
ネ
マ
』（
二
〇
〇
五
）
を
出
品
し
た
。

4
　
邦
題
。
別
名
に
『
流
浪
北
京
：
最
後
の
夢
追
い
人
』。
以
下
、
日
本
で
上
映

さ
れ
た
作
品
は
邦
題
を
、
未
公
開
作
品
は
原
題
を
記
す
。

5
　
中
国
語
で
「
芸
術
区
」「
画
家
村
」
な
ど
と
呼
称
さ
れ
る
。

6
　 

こ
の
間
の
中
央
電
視
台
の
試
み
に
つ
い
て
は
、
林
旭
東
「
中
国
大
陸
に
お

け
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」（
秋
山
珠
子
訳
『D

oc B
ox

』
26
号
、http:// w

w
w

.

yidff.jp/ docbox/26/ box26 -3 .htm
l

）
参
照
。

7
　
の
ち
に
楊ヤ

ン
・
リ
ー
ナ
ー

荔
鈉
に
改
名
。

8
　
の
ち
に
王ワ

ン
・
フ
ェ
ン分

に
改
名
。

9
　
秋
山
珠
子
「
七
〇
年
代
生
れ
の
中
国
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
た
ち
」

（『
中
国
語
』
第
五
〇
七
号
）
は
、
こ
の
時
一
気
に
登
場
し
た
新
世
代
監
督
を
紹

介
し
た
も
の
で
あ
る
。

10
　
賈
樟
柯
『
賈
樟
柯
電
影
手
記
』
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

11
　
呉
文
光
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
と
力
」（
秋
山
珠
子
訳
『
ア
ジ
ア
太
平

洋
研
究
』
第
三
十
四
号
）
は
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

の
様
態
の
変
遷
を
、「
地
下
」
→
「
独
立
」
→
「
個
人
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

で
整
理
し
て
い
る
。

12
　
黄
文
海
『
放
逐
的
凝
視
：
見
証
中
国
独
立
記
録
片
』
傾
向
出
版
社
、
二
〇
一

六
年
、
七
七
、
七
八
頁
。

13
　
曽
金
燕
『
中
国
女
権
：
公
民
知
識
分
子
的
誕
生
』
香
港
城
市
大
学
出
版
社
、

二
〇
一
六
年
、
一
八
〇
頁
。

14
　
た
だ
し
こ
う
し
た
作
品
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
、
映
画
祭
運
営
上
の
「
自
己

検
閲
」
に
よ
り
、
国
内
の
民
間
映
画
祭
で
は
紹
介
さ
れ
に
く
い
と
い
う
現
実
に

直
面
し
て
い
る
。

15
　
注
7
参
照
。

16
　
秋
山
珠
子
「
八
十
年
代
再
検
証
に
向
け
て
：
劉
小
楓
の
言
説
を
中
心
に
」

『
東
洋
文
化
』
八
四
号
。
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17
　
夏
目
琢
史
『
ア
ジ
ー
ル
の
日
本
史
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
九
）
は
、
ア
ジ
ー

ル
を
め
ぐ
る
日
本
お
よ
び
海
外
の
研
究
史
を
簡
潔
に
整
理
し
て
い
る
。

18
　
網
野
善
彦
「
中
世
「
芸
能
」
の
場
と
そ
の
特
質
」『
網
野
善
彦
著
作
集 

第
十

一
巻 

芸
能
・
身
分
・
女
性
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
一
二
〇
頁
〔
初
出
一

九
八
四
年
〕

19
　
筆
者
が
共
同
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「T

hree Songs of 

“E
xile”: Independent C

hinese Film
m

akers Far From
 H

om
e

」（
二
〇
一

六
年
一
〇
月
二
九
日
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
）
で
の
発
言
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
以
下
のU

R
L

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。https:// w

w
w

.

ii.um
ich.edu/ content/ dam

/ lrccs-assets/ lrccs-docum
ents/ E

xile-W
eb.pdf

20
　
日
本
で
「
中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
祭
」
を
主
宰
し
、
北
京
独
立
影

像
展
を
運
営
す
る
栗
憲
庭
電
影
基
金
で
働
い
た
経
験
を
持
つ
中
山
大
樹
氏
は
、

映
画
祭
が
「
中
止
」
を
宣
言
し
た
後
、
観
客
を
一
旦
会
場
か
ら
出
し
、
扉
を
閉

じ
た
後
で
、
ゲ
ス
ト
バ
ッ
ジ
を
持
つ
者
だ
け
を
再
入
場
さ
せ
た
顛
末
を
以
下

の
ブ
ロ
グ
で
綴
っ
て
い
る
。「
鞦
韆
院
落
」http:// blog.goo.ne.jp/

dashu_2005/ m
/201208

21
　
村
松
伸
『
書
斎
の
宇
宙
―
中
国
都
市
的
隠
遁
術
』IN

A
X

、
一
九
九
二
年

22
　
王ワ

ン
・
ウ
ォ我

『Film
less Festival

』（
二
〇
一
六
）。
同
作
は
二
〇
一
四
年
の
北
京

独
立
影
像
展
が
当
局
の
干
渉
を
ど
の
よ
う
に
か
わ
そ
う
と
し
、
ま
た
屈
し
た

か
を
、
様
々
な
人
々
の
現
場
の
映
像
と
証
言
に
よ
っ
て
綴
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
。
監
督
の
王
我
に
よ
っ
て
全
編
が
以
下
のYouTube

上
に
公
開
さ
れ
て
い

る
。https:// w

w
w

.youtube.com
/ w

atch? v=_ W
SctD7 D3 M

Q

23
　
王
我
『Film

less Festival

』（
前
掲
）

24
　
主
な
作
品
に
、
た
と
え
ば
、
サ
ン
ダ
ン
ス
映
画
祭
出
品
の
王ワ

ン
・
ジ
ゥ
リ
ャ
ン

久
良
『
プ
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
チ
ャ
イ
ナ
』（
二
〇
一
六
）、
シ
ネ
マ
・
ド
ゥ
・
レ
エ
ル
出
品
の

徐シ
ュ
ウ
・
シ
ン辛

『
長
江
』(

二
〇
一
七)

、
黄ホ

ァ
ン
・
ウ
ェ
ン
ハ
イ

文
海
『
凶
年
之
畔
』（
二
〇
一
七
）、

沙シ
ャ
ー
・
チ
ン青

『
独
自
存
在
』（
二
〇
一
六
）、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
国
際
映
画
祭
出
品
の

栄ロ
ン
・
グ
ァ
ン
ロ
ン

光
栄
『
孩
子
不
懼
怕
死
亡
、
但
害
怕
魔
鬼
』（
二
〇
一
六
）、
ベ
ル
リ
ン
国

際
映
画
祭
出
品
の
艾ア

イ
・
ウ
ェ
イ
ウ
ェ
イ

未
未
『
人
流
』（
二
〇
一
六
）、
馬マ

ー
・
リ
ー莉

『
囚
』（
二
〇
一

七
）
な
ど
。

25
　
劇
映
画
だ
が
、
香
港
に
拠
点
を
移
し
た
応
亮
は
、
雨
傘
運
動
を
モ
チ
ー
フ
に

『
九
月
二
十
八
日
・
晴
』（
二
〇
一
六
）
を
撮
り
、
台
湾
・
金
馬
賞
短
編
賞
を
受

賞
し
た
。

26
　
王
我
『Film

less Festival

』（
前
掲
）。

［
付
記
］　
本
稿
は
、
日
本
現
代
中
国
学
会
二
〇
一
六
年
度
関
西
部
会
大
会
（
二
〇

一
六
年
六
月
四
日
、
龍
谷
大
学
）
共
通
論
壇
で
の
報
告
「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ア

サ
イ
ラ
ム

－

中
国
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
位
相
空

間
」
に
基
づ
き
、
科
研
費
（15 K12846

）
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
と

し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

�

（
立
教
大
学
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
）


